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３ ほっと安心サポート事業 

 

取組みのきっかけ 
 

 少子高齢化が進む天草市においては、家族構造も変化し、ひとり暮らしや高齢者の

みの世帯が増加しています。 

 地元の個人商店も閉店するなど、日常の買い物や電球の交換、庭の草引きなどに不

便を感じている世帯が増加しています。 

 国においては介護保険制度の見直しに伴い、地域の困りごとを地域住民が支える「生

活支援体制整備事業」を創設し、天草市においても、第１層を天草市社会福祉協議会

に、第２層を６ヶ所の地域包括支援センター（うち３か所は天草市社会福祉協議会が

受託）に委託し、地域の社会資源や地域における困りごとなどを把握し、今後の地域

づくりに取り組みだしました。 

 天草市社会福祉協議会では、家族の支援等を受けられない世帯を対象に、生活支援

を実施し、地域で安心して暮らせるためのしくみを作るとともに、支え合い活動を推

進する目的で「ほっと安心サポート事業」を実施しています。 

 

＊取組み開始日（ 平成２５年度から 牛深支所でモデル的に実施。 

平成２９年度からは、全ての支所で実施。 ） 

 

具体的な取組み内容と実施体制  

＊このサービスは、生活に不便を感じている高齢者や障害者世帯に対し、困りごとを抱

えている方を“ほっと会員”として、近隣者の支援ができる方を“サポート会員”と

して登録し、会員相互の支え合い活動として生活支援を行うサービスで、国の買い物

弱者対策支援事業の補助を受け、平成２５年度から牛深地域をモデルとして開始した

事業です。 

 

社協名 天草市社会福祉協議会 



 

 

＊サポート会員が支援を行うと、ほっと会員

から支援のお礼として「地域通貨券」を渡

します。 

 「地域通貨券」は、地元の加盟店で１枚 200

円の金券として使える仕組みで、商工会議

所や商工会と連携し、各支所圏域にある地

元の個人商店の活性化につなげることも目

的としています。 

 

＊協力いただく加盟店は、食料品店が多いで

すが、最近は衣類や雑貨を取り扱う店の加盟

も増え、サポート会員の買い物の幅も広がりつつあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成３０年度予算額（ ４,２７２ ）千円 

 

事業実施の効果 

＜主な支援内容＞ 

＊平成２９年度は全ての支所圏域（１０支所）で事業を実施しました。 

＊主な支援内容は、買い物、ゴミだし、家の掃除、草引き等を行いました。 

＜事業実績等（平成２９年度実績）＞ 

【本渡支所（２地区）】 

 ・ほっと会員 １０人 ・サポート会員 １５人 ・支援回数  ７０回、 

 ・加盟店 １０店舗 

【牛深支所】 

 ・ほっと会員 ６１人 ・サポート会員 ５３人 ・支援回数 ３７１回、 

 ・加盟店 ３９店舗 

【有明支所】 

 ・ほっと会員  ７人 ・サポート会員  ８人 ・支援回数  ２７回、 

 ・加盟店 ２６店舗 

【御所浦支所】 

 ・ほっと会員 ４３人 ・サポート会員 ３６人 ・支援回数 ７９９回、 

 ・加盟店 １５店舗 

買い物を届けて地域通貨券を 

受け取る支援者 

ゴミ出しを依頼する様子 ゴミ出しのお礼に通貨券を 

渡している様子 



 

 

【倉岳支所】 

 ・ほっと会員 １７人 ・サポート会員 ２３人 ・支援回数 １１０回、 

 ・加盟店 １１店舗 

【栖本支所】 

 ・ほっと会員 １１人 ・サポート会員 １１人 ・支援回数 １１０回、 

 ・加盟店 １４店舗 

【新和支所】 

 ・ほっと会員  ７人 ・サポート会員 １０人 ・支援回数  ９９回、 

 ・加盟店 １７店舗 

【五和支所】 

 ・ほっと会員 １４人 ・サポート会員 １５人 ・支援回数 １３０回、 

 ・加盟店 ２５店舗 

【天草支所】 

 ・ほっと会員  ４人 ・サポート会員  ８人 ・支援回数   ３回、 

 ・加盟店  ６店舗 

【河浦支所】 

 ・ほっと会員  ３人 ・サポート会員 １３人 ・支援回数   ４回、 

 ・加盟店 ２２店舗 

 

【２９年度合計】 

 ・ほっと会員１７７人 ・サポート会員１９２人 ・支援回数１,７２３回、 

 ・加盟店１８５店舗 

 

 

今後に向けて(課題など) 
 

≪ 課 題 ≫ 

＊ほっと会員とサポート会員登録のバランスが取れていない地域があります。 

 

＊それぞれの地域において、潜在的には、生活支援をお願いしたくてもお願いできない

方や支援が必要なのに必要と思っていない方が、多数いらっしゃると思われます。 

 

＊天草市社会福祉協議会が実施している、地域福祉座談会や地域福祉ネットワーク事業

における見守り活動で、事業の普及啓発に努める必要があります。 

 

＊市内６ヶ所の地域包括支援センター（内３ヶ所は本会が受託）との連携を図るととも

に、生活支援体制整備事業の地域支え合い推進員の活動のひとつとして、事業の普及

啓発と潜在化した対象者の把握に努める必要があります。 

 

 




